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アジアの木版画運動
1930s―2010s

闇に刻む光

レオニーリョ・オルテガ・ドロリコン [フィリピン ]
≪農園のなかで≫（部分）2014 年　
福岡アジア美術館蔵
Leonilo Ortega Doloricon [Philippines] 

(detail) , 2014
Collection : 　 
Fukuoka Asian Art Museum

Inside the Hacienda

ホン・ソンダム [韓国 ]
≪五月 -19　行こう、道庁へ≫（部分）1988 年
福岡アジア美術館所蔵
Hong Sungdam [South Korea] 

(detail) ,1988
Collection : Fukuoka Asian Art Museum 
May-19 : Let's Go to the Province Hall

オ・ユン [ 韓国 ]
≪剣歌≫（部分）1985/1997 年
福岡アジア美術館蔵
Oh Yoon [South Korea] 

(detail)  ,1985/1997
Collection : 
Fukuoka Asian Art Museum

The Song of Sword

パンクロック・スゥラップ [マレーシア ]
≪民衆の祝祭≫（部分）2017年
作家蔵
Pungrok Sulap [Malaysia] 

(detail) , 2017 
Collection of the artist
Celebration of People
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主催：福岡アジア美術館・読売新聞社・美術館連絡協議会 　 共催：アーツ前橋   協賛：ライオン・大日本印刷・損保ジャパン日本興亜　
福岡会場協賛：日立製作所   助成：公益財団法人吉野石膏美術振興財団・公益財団法人三菱UFJ信託地域文化財団　

10:00-20:00（最終入場時間 19:30）水曜日休館（12月26日～1月1日は休館 ※1月2日（水）は開館）
23 November 2018 ‒ 20 January 2019  Open 10:00 ‒ 20:00 (Last Admission at 19:30)  Closed on Wednesdays and New Year Holidays (26 December ‒ 1 January)

Organized by Fukuoka Asian Art Museum, The Yomiuri Shimbun, The Japan Association of Art Museums    Co-organized by Arts Maebashi   Sponsored by Lion Corporation / Dai Nippon Printing Co.,Ltd. / 
Sompo Japan Nipponkoa Insurance Inc./ Hitachi, Ltd.   Funded by YOSHINO GYPSUM ART FOUNDATION / The Mitsubishi UFJ Trust Cultural Foundation 

一般1000（800）円・高大生700（500）円・中学生以下無料福岡アジア美術館　企画ギャラリー（７階）
※（　）内は、前売り、20人以上の団体、満65歳以上で年齢確認のための健康保険証や運転免許証等の提示者の料金。この料金でアジアギャラリーの展示もご覧いただけます。　※次の方は無料になります。身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳の提示者
本人と介護者1人、特定医療費（指定難病）受給者証、特定疾患医療受給者証・先天性血液凝固因子障害等医療受給者証・小児慢性特定疾病医療受給者証の提示者本人。　※前売券は、ローソンチケット（Lコード82659）などで発売。
* ( ) shows the price for an advanced ticket or an individual in a group of 20 or more. * Price includes admission to the permanent collection in Asia Gallery.

Tickets：Adult ￥1000 (800)  High School & College ￥700 (500)  Free for Junior High School and underExhibition Gallery, Fukuoka Asian Art Museum (7F)

木版画は、身近な安い材
料で子どもでも簡単に作
れ、何枚でも刷れるので、
誰でも自分の気持ちを多く
の人に伝えたり、身の回り
の出来事を知らせることが
できます。場所も期間も限
られた展覧会とはちがって、
ポスターにしたり郵送すれ
ばさらに多くの人に見せる
ことができます。白と黒の
単純な造形は新聞や雑誌
に印刷しても十分インパク
トを与えられます。木版画は、
作り手にも見る人にも、通
常の「美術作品」をはるか
に超えた「民主的メディア」
なのです。いわば今日のイ
ンターネット上のSNS（ソー
シャルネットワーク・サービ
ス)の先駆けでした。

You can create woodcuts 
(woodblock prints)　with handy 
and cheap materials, and print 
as many copies as you like, 
so that you can convey your 
feeling and report what happens 
around you. The audience will 
grow by posting prints, hanging 
posters, and reproducing the 
images in publications. Thus 
the woodcut is a ‘democratic’ 
media both for creator and 
audience, which far exceeds 
the common presentation of 
artwork̶the woodcut is a 
pioneer of today’s SNS.

何も彫らない板にインクをの
せて刷れば真っ黒です。し
かし、板を彫って刷れば、彫っ
た部分が白い光となります。
その光を生み出すのは、注
意深く力をこめて彫る人間
の働きです。その意味で、
木版画は、社会の暗黒のな
かから自由と独立を求める
人々の表現に適しているの
です。アジアの木版画の
歴史、それは苦悩や闘争や
政治的な宣伝の記録を超
えて、抑圧された人間が主
体的に表現する解放の歴
史なのです。

Carving on wooden board 
produces white l ight on 
black background in printing. 
The woodcut as such has 
been an appropriate media 
for people who seek freedom 
and independence from the 
sheer darkness of societies. 
The history of woodcut in 
Asian cities does not only 
represent agony, struggle, or 
propaganda̶it is a history 
of liberation in the subjective 
expression of oppressed 
people.  

呉服町

西鉄福岡（天神）駅
市営地下鉄

天神

西鉄天神大牟田線
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中洲川端

キャナルシティー
博多 博多駅

JR鹿児島本線
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Tenjin

Subway

Gion
Nakasu--Kawabata

Nishitetsu Fukuoka 
(Tenjin)Station Hakata Station

JR Kagoshima 
Main Line

Canal City Hakata

Nishitetsu Tenjin Omuta Line

国道3号線
Route 3

都市高速1号線

福岡アジア美術館
Fukuoka Asian Art Museum
(7・8F Riverain Center Bldg)

Urban Expressway No.1

都市高速2号線
Urban Expressway 
No.2

千代県庁口
Chiyo Kencho-guchi

 市営地下鉄
中洲川端駅［6番出口］

●太宰府方面から 
都市高速千代ランプより　7分
●北九州方面から 
都市高速呉服町ランプより　5分
＊リバレイン地下駐車場（有料）へは、昭和通りの中央分離帯
からお入りください。

 西鉄バス
川端町・博多座前　　　
 車

By City Subway

The Museum is located above Nakasu-Kawabata Station #6 Exit.

●From Dazaifu:
7 minutes from the Chiyo Ramp on the Urban Expressway
●From Kitakyushu: 
5 Minutes from the Gofukumachi Ramp on the Urban Expressway
*Entrance of Hakata Riverain underground parking is on Showa-dori.

By Nishitetsu Bus

Kawabata-machi Hakataza-mae bus stop
By Car 〒812-0027　福岡市博多区下川端町3-1 

リバレインセンタービル7･8階
Tel 092-263-1100  Fax 092-263-1105  
http://faam.city.fukuoka.lg.jp/home.html
7・8F, Riverain Center Bldg., 3-1 Shimokawabata-machi, 
Hakata-ku, Fukuoka, 812-0027 Japan

展 覧 会 構 成
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木版画は、簡単な材料と
技術で絵を複製できるので、
しばしばアジア各地の政治
運動・社会運動のなかで
制作され流通しました。植
民地からの独立運動、独
裁政権からの民主化運動、
過酷な労働条件の改善運
動、環境破壊への抗議な
どなど。20世紀初頭の植
民地時代から今日の反グ
ローバリズム運動に至るま
で、抑圧された民衆の苦境
を伝え、社会の問題をえぐ
りだし、遠隔地の人々との
連帯を求め、よりよい社会
を作る行動をうながすため
に、木版画はアジア近代
化の闘いのなかで重要な
役割を果たしたのです。

Woodcut as a ‘democratic’ 
media was often created and 
disseminated in political and 
social movements in Asian 
cities, such as those for 
independence from colonial 
rule, democratization against 
the dictatorship, reformation 
of labor situation, and the 
protest against environmental 
pollution. The woodcut has 
contributed in such activisms 
by conveying the hardship of 
people, disclosing problems of 
societies, seeking the solidarity 
with other communities, and 
mobilizing actions for better 
societies. 

アジアの木版画運動 1930s―2010s
闇に刻む光

アジアギャラリー　コレクション展
Permanent Collection, Asia Gallery
＊本展会期中に限り、本展観覧券でご覧いただけます。

◆横尾忠則とアジア '89
Yokoo Tadanori and Asia in 1989
9月20日（木）～12月25日（火）
20 September ‒ 25 December 2018
　 

◆アジア・ネクスト―はじまりの物語
Asia Next̶Story of the Beginning　
2019年1月2日（水）～
2 January 2019 ‒  
 

「第35回伝統的工芸品月間国民会議全国大会　福岡大会」関連企画　

◆手で考える Hand Thinks
10月4日（木）～2019年1月15日（火）
4 October 2018 ‒ 15 January 2019　

巡回先情報
2019年2月2日（土）～3月24日（日）
アーツ前橋（群馬県前橋市）

交流から連帯へ
知られざるアジア内ネットワーク
文化的・民族的な多様性
に加えて、20世紀以後の
政治観の違いが、アジア諸
国間に、また各国・地域の
なかで、無数の分断と対立

を引き起こし、戦争や紛争
の悲劇を生んできました。
その一方で、アジア各地の
社会は、近代化が引き起こ
した問題を共有しています。

木版画はその素材や技術
の簡便さによって、交通や
通信手段の発達によるグ
ローバル化以前から、異な
る社会に生きながら問題を

共有する人たちをつないで
きました。それは単なる文
化交流を超えた共感のネッ
トワークなのです。

The cultural and ethnic diversities 
in Asian traditional societies, 
as well as ideological gaps 
after the 20th Century, caused 
uncountable divisions and 
confrontations both domesti-

cally and internationally, which 
led to omnipresent tragedies. 
The woodcut has contributed 
in connecting people who lived 
in different communities but 
shared the problems far earlier 

than the globalization, not 
merely as cultural exchanges 
but also as a network of 
sympathy.

Solidarity beyond Exchange： Inter-Asian Network

1930s 上海：
ヨーロッパの木版画、
中国で紹介される

1930s Shanghai: 
China’s encountering 
with European 
woodcuts 
1930年以降の上海で、魯迅が
ケーテ・コルヴィッツほかヨーロッ
パ各地の近代木版画を出版物で
紹介し、表現主義的な木版画が
新興木版画運動の素地となる。
ケーテ・コルヴィッツ≪寡婦≫
1922-23年、福岡市美術館蔵
Käthe Kollwitz The Widow Ⅰ (Sheet 4 of "War"), 
1922-3, Collection: Fukuoka Art Museum

1

1930s 中国と日本：
版画運動が発展、
美術の大衆化の動き

1930s China and Japan: 
Growth of woodcut movements 
seeking popularization 
of art
1931年8月の上海で、魯迅の発案により内
山嘉吉を講師とする木版画講習会が開か
れ、13人の若い中国作家が参加。彼らは
日常生活の不安、社会に対する怒りを表現
していく。その後、政治的弾圧や戦乱のな
かでも木版画運動は中国各地に拡大。日
本ではプロレタリア美術運動が印刷による
美術の大衆化を求める。

チェン・バオチェン（陳葆真）
≪光は頭上に≫、1932年頃、
神奈川県立近代美術館蔵　
Chen Baozhen 
Light Overhead, c.1932, 
Collection: The Museum of 
Modern Art, 
Kamakura & Hayama

2

「現代中日版画展　解説」表紙、1947年、
飯野農夫也画業保存会蔵
Brochure cover of 
Contemporary Chinese and Japanese Print, 1947, 
Collection: Society for Preservation of Iino Nobuya,s Art

飯野農夫也「開拓地にて」、
1947年、
飯野農夫也画業保存会蔵
Iino Nobuya 
In a Cultivated Land, 
1947, 
Collection: Society for 
Preservation of Iino 
Nobuya’s Art

1940s-50s 日本：
美術の民主化を、中国版画ブーム

1940s‒50s Japan: 
Exploration of democratic art and a boom of 
Chinese woodcuts
終戦により日本の民主化への動きが高揚するなかで北関東を中心
に木版画運動が展開し、職場・地域サークルでも木版画が盛んに
なる。日本各地で200回を超える中国木版画展が開かれる。

3

1940s-50s　ベンガル：
土地を奪還せよ

1940s-50s Bengal: 
Return our land
ベンガル（現インド東部とバングラデ
シュ）で、農民運動、反帝国主義など
をテーマとした版画が制作される。

4

チッタプロサド≪飢饉≫1952年、福岡アジア美術館所蔵　
Chittaprosad Famine, 1952, 
Collection: Fukuoka Asian Art Museum 

1950s-60s インドネシア：
新聞にみる版画交流

1950s‒60s Indonesia: 
International exchange of woodcuts in newspaper

冷戦時代にインドネシアが主導した
第三世界の連帯のなかで、自国お
よびアジア各地の作家による木版
画が新聞で紹介される。

5

スハルジヤ・プジャナディ≪農民のための土地≫
（「人民日報」1964年10月25日号）
より　（複製展示）
Suhardjija Pudjanadi Land for Peasant, 
from Harian Rakyat, 25 October 1964

 (exhibited in reproduction)

1960s-70s ベトナム戦争の時代：
国境を超えた共闘

1960s‒70s Era of 
Vietnam War: 
Joint-struggle 
beyond national 
borders
ベトナムでは民俗芸術と融合
した戦争主題の木版画が作
られ、一枚の中国版画がパキ
スタンやアメリカまで南ベトナ
ム支援や女性解放闘争のシ
ンボルとして広まっていく。

7

ドンホー版画　≪奴らを逃がすな≫1972年、
個人蔵
Dong Ho print The Day of Unification,1972 
Private Collection

1970s-80s フィリピン：
独裁政権との闘い

1970s‒80s The Philippines: 
Art of protest against the dictatorship
1970年代末から結成された〈カイサハン（連帯）〉などの美術家
グループが、マルコス大統領の独裁政権に抵抗する労働者や農
民の闘争を支援していく。

8

ホン・ソンダム
≪五月-25　大同世 -1≫
1984 年、
福岡アジア美術館蔵
Hong Sungdam 
May-25: The World of Unity-1, 
1984, 
Collection: 
Fukuoka Asian Art Museum

1980s-2000s 韓国：
高揚する民主化運動で木版画が大活躍

1980s‒2000s Korea: 
Woodcuts as icons of the democratization 
movement
1980年5月の「光州民衆運動」を契機に、韓国各地に反独裁の
民主化運動が拡大、「民衆美術」が成長していく。木版画は政治

集会やデモ、出版や
市民学校など運動の
様々な局面で重要な
役割を果たす。

9

タリン・パディ（インドネシア）
≪泉を守れ≫2009 年、
福岡アジア美術館蔵
Taring Padi 
Save the Spring, 2009, 
Collection: 
Fukuoka Asian Art Museum

2000s-
インドネシアとマレーシア：
自由を求めるDIY精神

2000s‒Indonesia and Malaysia: 
DIY Spirit for freedom
1998年のスハルト政
権崩壊の前後、音楽家、
美術家、学生、政治活
動家らが結成した集
団（コレクティヴ）が、政
治の腐敗や環境破壊
を告発、農村・漁村の
民衆を支援する。
DIY (Do It Yourself)
精神から、木版画メ
ディアが復活をとげ、
その影響がアジア各
地に及ぶ。

10

1950s-60s
シンガポール：
大陸から南洋の日常へ、
版画と漫画の交錯

Singapore in the 1950s‒60s: 
Shifting identity 
to the local, 
and woodcut as cartoon
大陸への帰属意識が強かったシンガ
ポールの中国系作家は、イギリスとマレー
シアからの独立の過程のなかで、シンガ
ポールの南洋生活に独自のアイデン
ティティを見出すようになる。

6

タン・ティチー≪魚の行商≫1953年、
福岡アジア美術館蔵
Tan Tee Chie Transaction, 1953, 
Collection: 
Fukuoka Asian Art Museum

Big History 
Written in 
Tiny Prints

Carve,Print, 
and Post!
Pioneer of 
SNS

Light of 
Humanity 
Cuts into the 
Dark World

◆オープニング・トーク

アジア美術史を裏返す－
木版画にみる抵抗と解放
11月23日（金・祝）14:00～16:00　あじびホール（8階）
黒田雷児（福岡アジア美術館運営部長、本展企画者）
※予約不要・入場無料
各時代・地域の出来事に反応する「大衆芸術」としての木版画の魅力と、
印刷物など多様な手段による情報発信力に注目して、絵画や展覧会によっ
て語られてきた近現代美術史に新しい見方を示します。

◆映画上映
「闇に刻む光―アジアの木版画運動 1930s－2010s」展　協力企画

こんにちはシネラです
―福岡市総合図書館収蔵の名作アジア映画を届けます―　
Blaze Carved in Darkness: Woodcut Movements in Asia 1930s-2010s collaboration event
Welcome to Cinela: Asian Film Masterpieces from the 
Fukuoka City Public Library Collection

12月9日（日）　あじびホール（8階）
①11:00 ～「浄土アニャン」”Anyang, Paradise City”（韓国）
2010年　デジタル　モノクロ&カラー　102分　監督：パク・チャンギョン
／日本語・英語字幕付き
②14:00 ～「クルドサック」”Kuldesak”（インドネシア）
1998年　　デジタル　カラー　99分　協力：Miles Films　監督：ミラ・レスマナ、
ナン・Ｔ・アハナス、リリ・リザ、リザル・マントファニ／日本語・英語字幕付き
観覧料（各回）：500円( 大人 )　400円(大学生・高校生 )  　
　　　　　　　300円( 中学生・小学生 )
※定員（120名）各回入れ替え制※チケット販売及び開場は上映の 30 分前。※当
該展覧会チケットの半券提示で、観覧料 250 円で2作品鑑賞できます。※チケットは
すべて当日券。前売り券はありません。※障がい者の方及び福岡市在住の 65 歳以
上の方は1 作品 250 円。( 手帳や保険証の提示が必要です )※「わの会」会員の
方は1作品 250円。( 会員証の提示が必要です )
主催・問い合わせ先：福岡市総合図書館映像資料課　
TEL：092－852－0600
10 時～19時 ( 日・祝日は18時まで)※図書館休館日除く

◆スペシャルトーク
魯迅に博多人形を贈った画家、鎌田誠一
12月16日（日）14:00～16:00　あじびホール（8階）
横地剛×黒田雷児（福岡アジア美術館運営部長、本展企画者） 
※予約不要・入場無料
上海で版画展を手伝うなど魯迅（1881～1936）に様々な支援をし
た福岡県出身の画家・鎌田誠一（1906 ～1934）は、1932年に
博多人形を魯迅に贈りました。戦乱の悲劇のなかで信頼を貫いた
二人による、知られざる日中交流史をひも解きます。

◆学芸員によるギャラリートーク
①12月 1日（土）　シンガポール、フィリピンの出品作品について
②12月15日（土）ベンガル、韓国の出品作品について
③ 1月 5日（土）　中国、日本の出品作品について
13:00～13:30　企画ギャラリー（７階）※予約不要・要展覧会チケット
当館学芸員が出品作品の見どころを紹介します。

◆週末ワークショップ
12月1日（土）、12月15日（土）、1月5日（土）、1月19日（土）
アートカフェ（７階）
誰でも参加できる版画体験のほか、展覧会にちなんだワークショッ
プをお楽しみください。 ※詳細は随時当館HPに掲載します。

◆英語でギャラリーツアー
Gallery Tour in English
11月30日（金）、12月14日（金）、1月4日（金）、1月18日（金）
14:00～14:30　企画ギャラリー（７階）
※予約不要・要展覧会チケット
展覧会の魅力を英語で解説。英語を勉強中の方もどうぞ。
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